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１．はじめに 

現在，RCラーメン高架橋上層梁などスラブと一体となった梁(以降，T形梁)のせん断耐力は，スラブを無視した

矩形断面として算定される．一方，著者らの既往研究 1)2)において，T 形梁のせん断耐力は，スラブの存在により，

矩形断面として算定した場合に比べて向上することが確認されている．しかし，これまでの T形梁のせん断耐力に

関する検討は，せん断引張破壊形態を有するものを中心に実施されており，せん断スパン比が小さくせん断圧縮破

壊形態を有する T形 RC梁を対象とした研究は少ない．本論文では，せん断スパン比が小さく，そしてスラブが引

張縁にある場合の逆 T形 RC梁を対象とし，単純曲げ載荷試験を実施した．スラブ厚をパラメータとして，引張縁

スラブがせん断耐力に及ぼす影響を検討した． 

２．実験概要 

図－1に試験体諸元を示す．また，表－1にコンクリート及び鋼材の材料諸元を示す．本試験では，配筋が同一で

スラブ厚の異なる 2体の試験体 No.3と No.4を用意した．各スラブ厚は，No.3が 75mm，No.4が 150mmである．

せん断スパン比はともに 2.0である．また，No.3および No.4と断面寸法が同一である矩形断面の試験体 No.53)を比

較用試験体として用いた．載荷方法は，試験体中央にジャッキを設置し，載荷梁を介して 2点集中の単調載荷とし

た．測定項目は，試験体の鉛直変位，せん断補強鉄筋ひずみ，スラブ軸方向鉄筋ひずみとした． 

３．実験結果 

(1) 破壊状況 

破壊進展状況は，各試験体ともに，まず梁部分の等曲げ区間に曲げひび割れが発生し，まもなく，梁にせん断ひ

び割れが発生した．荷重の増加に伴いせん断補強鉄筋が降伏したが，その際にせん断ひび割れが大きく開くことは

なく，荷重は引き続き増加する傾向を示した．その後，No.3は載荷点下部でコンクリートの圧壊と思われるはく離

（写真－1）が生じるとともに，せん断ひび割れが圧縮縁に貫通し，荷重が低下した．No.4 も同様な破壊状況であ

ったが，荷重の低下は No.3に比べ緩やかであった．斜めひび割れ貫通後，No.5と比較すると，No.3および No.4は
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図－1 試験体諸元（単位：mm） 

 
表－1 コンクリート及び鋼材の材料諸元 

　No.3 39.9 1063 206 374 178
　No.4 36.4 1067 202 369 177
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c: コンクリートの圧縮強度 * 降伏強度は 0.2%オフセット値としている． 
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斜めひび割れ貫通後も荷重の低下が小さかった．最終的には，梁がス

ラブを押し抜くような破壊を示した． 

(2) せん断力-鉛直変位関係 

図－2に各試験体のせん断力と試験体中央の鉛直変位関係を示す．

図には，ディープビームのせん断耐力式 4)から算定した計算値 Vdd,cal

および棒部材のせん断耐力式から算定した計算値 Vy,calを併記した．斜

め引張破壊を生じたせん断スパン比 3.3の逆 T形梁に関する既往の研究
1)では，スラブ厚 75mm, 140mmの場合，Vmax/Vy,cal=1.49,Vmax/Vy,cal=1.88で

あり，せん断耐力に及ぼすスラブ厚の影響が大きかった．一方，本実験で

は，せん断耐力の実験値 Vmaxは，No.3が Vdd,calの 1.29倍，No.4が Vdd,cal

の 1.38倍であった．矩形の場合(No.5)と比べ耐力が向上したが，せん断

スパン比 3.3の場合と比べ，スラブ厚による違いは小さかった． 

(3) せん断補強鉄筋ひずみ 

図－3にせん断力とせん断補強鉄筋ひずみ関係を示す．なお，棒部

材のせん断耐力式から算定した計算値 Vy,calを併記した．斜め引張破壊

を生じた既往の研究 1)では，せん断力が Vy,calに到達した直後にせん断

補強鉄筋が降伏している．一方，本実験では，Vy,calに到達した時点で

降伏ひずみεyに達することはなかった．また，図－2に示すようにせ

ん断補強鉄筋降伏後もせん断力は増加している．これより，今回検討

を行った試験体では，コンクリートのタイドアーチ機構が卓越してい

ると考えられる． 

(4) 軸方向鉄筋ひずみ 

図－4にせん断力とスラブ軸方向鉄筋ひずみ関係を示す．最大せん

断力時における梁近傍とスラブ先端部のスラブ軸方向鉄筋ひずみの

差は，No.3で 716µ，No.4で 747µであり，大きな違いはみられなか

った．よって，今回検討を行った試験体では，スラブ厚さが異なる場

合でも，スラブ内の軸方向鉄筋が負担する引張力は同様な傾向である

と考えられる． 

４．結論 

・せん断圧縮破壊を生じる逆 T形梁のせん断耐力は，スラブ厚 75mm

で Vmax/Vdd,cal=1.29, スラブ厚 150mmで Vmax/Vdd,cal=1.38であり，矩形

の場合と比較して向上した． 

・スラブ厚の相違によるせん断耐力の増加割合は，斜め引張破壊形態

の場合と比べて小さかった． 
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写真－1 最大せん断力時の破壊状況 
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図－2 せん断力と鉛直変位関係 
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図－4 スラブ軸方向鉄筋ひずみ 
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